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■研究のきっかけ
　日本の歴史教科書を初めて読

んだ時、日韓が共有する同じ出

来事が異なる形で記憶されてい

ることに驚きました。例えば、日

清・日露戦争を「被害の歴史」と

して学んできた韓国人の私に

とって、「勝利の歴史」「大国化

の歴史」として語っている日本

の歴史教科書は衝撃的でした。

その時、もしかしたら、同じ出

来事を異なる形で記憶している

ことが日韓を含むさまざまな集

団間の葛藤の原因ではないかと

考え、私が専門としている社会

科教育を通してその問題の改善

に取り組むことにしました。

■研究内容（対話プロジェクト）
　子どもたちが集団間の境界を

越えて対話できる機会を作って

います。具体的には、教科書を

媒体として、異なる語りと出合

い、なぜ異なる語りが生じてい

るのかを探究し、対話の相手と

共に教科書を改善していく「より

良い教科書」プロジェクトを実

施しています。日本と韓国の子

どもたちを対象に始まったプロ

ジェクトですが、日本と米国の

子どもたちや日本と韓国の教員

志望学生にまで対象が広がって

います。また、教科書だけでは

なく、映画や博物館を媒体とし

た対話も実施しています。

■研究成果
　子どもたちが日本と韓国では

同じ出来事がこんなにも違うこ

とや、なぜ同じ出来事を違う形

で記憶させようとするのかとい

う理由を知り、歴史に対する理

解が深まりました。一つのバー

ジョンに統合できませんでした

が、違いを埋めていくためには

対話を続ける重要性や歩み寄ろ

うとする態度が見られたのは大

きな成果です。

■研究の原動力
　日本と韓国で同じ出来事を違

うように学んでいるという問題

を発見した私の責任感と、異な

る語りを持つ他者とともに生き

る市民を育てたい。誠実で公正

な社会のために教育で何ができ

るかを目指したいという思いが

原動力です。日本と韓国がお互

いに対話を続けながら歩み寄っ

てほしいので、私にできること

があれば貢献したいです。

■広島大教育ヴィジョン研究セ
ンター（EVRI）
　多様な教育のビジョンを研究

するセンターです。私はＥＶＲＩ

の一員として自分ができること

を提供しながら、共同研究やセ

ミナーなどを企画したり、市教

委と連携して市内複数の小・中

学校をオンラインでつないで学

習する、広域交流型オンライン

学習を行っています。みんなで

議論し、違う考えに触れること

ができる良い学びの場です。

■今後の研究目標
　日韓関係を大事にしながら、

日本社会のマイノリティー（少数

派）とマジョリティー（多数派）の

人々との対話の機会を多く設け、

さまざまな人に伝えていきたい

と思っています。対話を続けるこ

との重要性をお互いに感じても

らい、教育を通して対話を続ける

ことが重要であると考えられる

社会をつくっていきたいです。

専
門
は
社
会
科
教
育
学
、平
和
教
育

広
島
大
学
の
若
手
研
究
者
に
聞
く

▶
日
米
の
子
ど
も
に
よ
る
よ
り
良
い「
ヒ
ロ

　
シ
マ
」教
科
書
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

▶
複
数
の
学
校
を
つ
な
い
で
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で

　
対
話
の
場
を
創
造
す
る
広
域
交
流
型
オ
ン

　
ラ
イ
ン
授
業

金　鍾成さん
キム・ジョンソン

異
な
る
語
り
を
持
つ
他
者
と
と
も
に
生
き
る
市
民
を
育
て
た
い

1
9
8
4
年
韓
国
生
ま
れ
。東
広
島
市
在
住
。韓
国
ソ
ウ
ル

教
育
大
学
で
修
士（
教
育
学
）、広
島
大
で
博
士（
教
育
学
）を

取
得
。全
国
社
会
科
教
育
学
会
研
究
奨
励
賞
受
賞
。

2
0
2
2
〜
2
4
全
米
社
会
科
協
議
会（
N
C
S
S
）

International Assem
bly

（
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル・ア
セ

ン
ブ
リ
ー
）の
会
長
、広
島
大
教
育
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
研
究
セ
ン

タ
ー
平
和・市
民
性
教
育
准
教
授
。2
0
2
1
年
か
ら
現
職
。


